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番
号 

受
付
月
日 

東郷町議会議長 殿 

東郷町議会議員 

㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項につい

て質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 記 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 1 

議席番号 番 氏 名 

会派名 

     水 川 淳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本町のコロナ

対策の現状と課

題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

2 将来の発展に

向けた本町の認

知向上への取り

組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  続発する PCR検査陽性者 (以下陽性者)

に対応すべき、新型コロナウイルス感染症

対策本部 (以下対策本部)としてのここまで

の対応内容について。 

ア 1例目以降、現在までの陽性者発生情報

及び関連情報の更新、ならびにその周知・

伝達の手法に関して伺う。 

イ 一斉に公共施設等の閉鎖を決定した背景

と、その結果、町民に与えた影響について

どのように認識しているかを伺う。 

ウ 東北医科薬科⼤学医学部発行の新型コロ

ナウイルス市民向け感染予防ハンドブック

の周知とその活用方法について伺う。 

エ 町職員及び関連施設職員 (学校関係者、

社協関係者、TIS、その他)での、新型コロ

ナウイルス接触確認アプリ「COCOA」の

導入率、活用状況を伺う。 

オ 今後、陽性者が明らかに関与していない

と判断された施設等への制限緩和など、実

態に即した対応を考慮すべきと思うがその

考えを伺う。 

 

(1)  町制 50周年を機に、本町として自治体

C.I (コーポレートアイデンティティー)醸成

戦略の現在～将来の取り組みについて。 

ア  現時点で町民に広く認識されていると思

われ、かつ複数存在する町の標語及びキャ

ッチフレーズに関して、町としてどう認知

しているかの見解を伺う。 

イ 東郷町制 50周年記念ロゴマークの活用

状況と町民への認知度に関して、町として

の見解を伺う。 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

午前・午後 ２時 ３５分 

山 下  茂 

     ８月 １７日 

4 

 無 会 派 

１３ 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 2 4番 氏名 山 下 茂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3 平和都市宣言

その後について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ららぽーと愛知東郷がオープンすること

で、本町のプレゼンス向上に向け相乗効果

を創出するための方策があれば伺う。 

 

(2)  次期東郷町第 6次総合計画 (以下 6次総)

展開に向け、その重要な基盤要素となる関

係人口増に向けた具体策について。 

ア 6次総展開の必須要件の一つと考えられ

る、将来の関係人口増をより確実なものと

するための具体策があるかを伺う。 

イ 居住や交流促進のための従来型のシティ

プロモーションではなく、関係人口創出に

向けたいわゆるシティプロモーション 2.0

の展開を考えているかを伺う。 

ウ 新型コロナウイルスを契機とした企業誘

致等について、東郷町企業立地促進条例に

よる奨励措置の戦略的拡大について伺う。 

エ 6次総決定を待つまでもなく、町役場、

議会、関連団体、町民が一体になっての活

動が必要と思われるが、それを推進するた

めの考えがあるかどうかを伺う。 

 

(3)  本町の C.Iの一環としても有用と思われ

る、ふるさと納税制度を今後どのように活

用拡大していくかに関して。 

ア 今年上半期の実績を昨年と比べて伺う。 

イ 町外在住の役場職員の本町へのふるさと

納税への支援状況を伺う。 

ウ ふるさと納税制度を活用した本町 GCF 

(ガバメントクラウドファンディング)の内

容と達成見込みを伺う。 

エ GCFを数ある支援の方法の中で、町内

飲食店に対する支援に決めた経緯を伺う。 

 

(1)  平和都市宣言から約 1年が経過し、本町

及び町民 (Incl. 子供たち)に対して、その

実効を高めるために新たにおこなう (おこ

なった)具体的な事業や対応策について。 

ア コロナ禍中の今年、平和都市宣言に関係

する各種イベント、啓発・認知に向けた事

業等を伺う。 

イ 同、教育現場における対応内容を伺う。 

ウ 同、対外的におこなった町としての対応

があれば伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
町長 

教育長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 3 4番 氏名 山 下 茂 

 

4 本町の総合事

業について 

 

(1)  各市町村が中心となっておこなうとされ

ている、介護予防・日常生活支援総合事業

の現状と将来像について。 

ア 厚生労働省老健局振興課から示されてい

る総合事業の、本町における基本的考え方

とその展開策を伺う。 

イ 特に認知症においては、その進行を緩徐

にするための手段として、社会との関りが

効果的と言われているが、いろいろな面で

自粛が続く環境下で、町独自の総合事業実

現に向けた具体策を何か考えられているか

を伺う。 

ウ 他市町に比べ、町内のデイサービス事業

者や、グループホームでは殆ど実施されて

いない同行支援についてその背景及び理由

を伺う。 

エ 特に、高齢者等の移動手段としての公共

交通網の整備が求められている中、買い物

支援サービス等への充実を早急に目指すべ

きだが、何か方策があるかを伺う。 

 

 

町長 

担当部長 

 

 


